
共
同
セ
ン
タ
ー
は
13
日

昼
、
盛
岡
市
大
通
で

「
共
謀
罪
」
法
案
の
廃

案
を
求
め
る
宣
伝
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
い
わ

て
労
連
の
金
野
耕
治
議

長
ら
が
マ
イ
ク
を
握
り
、

署
名
へ
の
協
力
を
訴
え

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
『
共
謀

罪
』
は
治
安
維
持
法
の

現
代
版
だ
」
と
の
説
明

を
聞
き
、
若
い
男
性
は

「
治
安
維
持
法
は
知
っ

て
い
る
。
戦
争
を
す
る

た
め
の
法
律
は
い
ら
な

い
」
と
怒
り
ま
し
た
。
別

の
高
齢
の
女
性
は
「
怖

い
で
す
」
と
顔
を
曇
ら

せ
ま
し
た
。

一
関
市
で
も

戦
争
法
廃
止
両
磐
地

区
実
行
委
員
会
と
国

民
救
援
会
一
関
支
部

は
19
日
、
「
共
謀
罪
」
法

案
反
対
の
地
域
署
名
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
宣

伝
カ
ー
を
走
ら
せ
、
市

内
の
関
が
丘
団
地
を
１

軒
ず
つ
訪
問
し
ま
し
た
。

１
時
間
で
89
人
が
署

名
し
ま
し
た
。
「
テ
レ
ビ

で
（
ニ
ュ
ー
ス
を
）
よ
く
見

て
い
る
。
『
共
謀
罪
』
は

許
せ
な
い
ね
」
と
す
ぐ

署
名
す
る
人
や
、

「
難
し
く
て
よ

く
わ
か
ら
な
い
」

と
話
し
な
が
ら

も
説
明
を
聞
い

て
ペ
ン
を
執
る

人
も
い
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、

「
さ
ら
に
宣
伝

を
強
め
よ
う
」

と
決
意
し
て
い

ま
す
。

北
上
市
で
も

北
上
市
で
は
19
日
、

憲
法
改
悪
阻
止
北
上

連
絡
会
が
さ
く
ら
野

前
で
12
人
が
参
加
し
て

署
名
・
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

平
泉
町
議
会
が

新
設
反
対
の
意
見
書

平
泉
町
議
会
は
14
日

に
開
い
た
臨
時
会
で
、

「
共
謀
罪
」
（
テ
ロ
等
準

備
罪
）
新
設
に
反
対
し
、

法
制
定
の
中
止
を
求
め

る
意
見
書
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

23
日
投
開
票
の
岩

泉
町
議
選
は
、
定
数

14
（
１
減
）
を
15
人
が

争
う
大
激
戦
の
末
、

日
本
共
産
党
の
林
﨑

竟
次
郎
氏
（
67
）
＝
現

＝
は
12
位
で
当
選
し
、

現
有
議
席
を
確
保
し

ま
し
た
。

林
﨑
氏
の
得
票
は
３

６
２
票
（
得
票
率
５
・
77

％
）
で
、
前
回
比
で
50

票
（
同
１
・

42
㌽
）
増
や

し
、
２
０
１

６
年

参
院

比
例
票
か

ら
も
71

票

前
進
さ
せ

ま
し
た
。

林
﨑
氏
は
、

台
風
10

号

災
害
か
ら
被
災
者
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
復
興

に
力
を
尽
し
、
医
療
費

や
介
護
利
用
料
の
免

除
延
長
（
８
月
末
ま
で
）
、

住
宅
再
建
（
上
限
で
２
０
０

万
円
）
と
住
宅
補
修
（同
１

０
０
万
円
）
へ
の
補
助
を
実

現
さ
せ
た
と
強
調
。
実

績
と
政
策
を
を
知
っ
た

町
民
か
ら
、
「
復
興
で

国
会
議
員
や
県
議
団

と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て

き
た
林
﨑
さ
ん
は
素
晴

ら
し
い
」
な
ど
共
感
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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岩手の野鳥③

「カラ」類の中で一番人

里に溶け込んでいるのが

この野鳥。14㎝ほどで、黒

い頭、白い頬、灰色の羽、

白いおなかに「黒いネクタイ」。最近、この鳥

の「言葉」（鳴き声）が話題になりました。「ピー

ツピ」が「危険だ！」、「ヂヂヂヂ」が「みんな

集まれ！」、二つ合わせた「ピーツピ、ヂヂヂ

ヂ」が「みんなで天敵をやつけるぞ！」などな

ど言葉は10ぐらいあるそうです。 沼里敬士

（
ス
ズ
メ
目
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
）

「
東
日
本
大

震
災

東
北
で

よ
か
っ
た
」
と

暴
言
を
繰
り

返
す
今
村
復

興
相
の
辞
任
な

ど
、
安
倍
政
権

の
「
モ
ラ
ル
崩

壊
」
は
と
ど
ま

る
こ
と
を
知
り

ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党

岩
手
県
委
員
会
は
、
27
日
、

街
頭
宣
伝
を
行
い
、
菅
原

則
勝
委
員
長
、
斉
藤
信
県

議
団
長
、
吉
田
恭
子
衆
院

１
区
予
定
候
補
が
マ
イ
ク

を
握
り
、
首
相
の
任
命
責

任
は
重
大
だ
と
批
判
し
、

安
倍
政
権
打
倒
へ
力
を
あ

わ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

「
共
謀
罪
」
法
案
は
廃
案
を

各
地
で
宣
伝
行
動

憲
法
改
悪
反
対
岩
手
県

両磐地区実行委員会の行動 北上連絡会の行動

《県内各地の開催予定》
盛岡：岩手公園広場、９時～10時（終了

後デモあり）

二戸：文化会館17時45分～（デモ）、二戸

ロイヤルパレス18時半～（集会）

久慈：やませ土風館18時集合（デモ）、駅

前で集会

花巻：材木町公園、10時～12時（終了後

デモあり）

北上：さくらホール、15時半～17時（デモ

含む）

胆江：水沢体育館前広場、14時～16時

（デモ含む）

両磐：ホテルサンルート一関、14時～16

時15分（デモ含む）

宮古：宮古駅西広場、16時～（デモあり）

釜石：青葉通り緑地（大町）、10時～12時

(デモ含）

大船渡：千葉幸会館、デモ17時半～、集

会18時半～

高田：市役所集合・デモ17時半、未来商

店街多目的ホール・集会18時半～

当選を喜び合う林﨑氏（後列右から２番目）
と支持者ら

講演 県立大学 齋藤昭彦准教授

パネリスト 小野寺けい子氏、花坂圭

一氏、赤坂美千代氏、高橋千鶴子衆

院議員、齋藤昭彦氏

街頭から訴える吉田、菅原、斉藤の３氏

憲法改悪反対共同センターの宣伝



岩
手
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご

み
処
理
広
域
化
計
画
の

問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
15
日
、
盛
岡

市
で
開
か
れ
、
席
を
う

め
つ
く
す
１
６
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
盛
岡

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
住
民
で
組
織
す

る
「
ご
み
処
理
広
域
化

計
画
の
撤
回
を
求
め
る

会
」
、
盛
岡
革
新
懇
、

日
本
共
産
党
盛
岡
市

議
団
が
主
催
し
ま
し
た
。

同
計
画
は
８
市
町
の

ご
み
焼
却
施
設
を
盛

岡
市
の
１
カ
所
に
集
約

し
、
日
量
５
０
０
ト
ン

も
焼
却
す
る
も
の
で
す
。

市
は
３
月
、
有
力
と
見

ら
れ
る
現
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
含
め
、
施
設

整
備
の
候
補
地
と
し
て

３
カ
所
を
選
定
。
２
０

１
７
年
度
中
に
は
１

カ
所
に
し
ぼ
る
構
え

で
す
。

シ
ン
ポ
で
は
市
の

担
当
者
が
同
計
画

を
説
明
し
た
後
、
３

人
が
発
言
し
ま
し

た
。
岩
手
大
学
元

教
授
の
佐
藤
信
安

氏
は
、
現
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
設
置
時
に
市
が
地

域
住
民
と
交
わ
し
た

「
覚
書
」
は
計
画
段
階
で

の
住
民
協
議
や
施
設
の

分
散
型
立
地
を
明
記

し
た
と
強
調
。
こ
れ
を

破
れ
ば
今
後
の
住
民
合

意
は
難
し
く
な
る
と
語

り
ま
し
た
。

小
中
学
生
３
人
の
母

親
の
舘
澤
み
ゆ
き
氏
は
、

焼
却
場
近
く
の
小
学
校

で
は
喘
息
の
罹
患
率
が

高
く
、
「
ご
み
焼
却
の

集
中
は
子
ど
も
の
健
康

に
影
響
す
る
の
で
は
」

と
懸
念
を
表
明
。
共
産

党
の
庄
子
春
治
市
議

団
長
は
、
全
国
に
は
行

政
が
ご
み
の
分
別
を
徹

底
し
て
減
量
・
資
源
化

に
成
功
し
た
例
が
あ
る

と
紹
介
し
、
「
広
域
化

で
ご
み
減
量
は
進
ま
な

い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

岩
手
県
原
爆
被
害
者

団
体
協
議
会
は
22
日
、

結
成
60
周
年
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
き
ま
し

た
。主

催
者
あ
い
さ
つ
で

伊
藤
宣
夫
会
長
は
、
原

爆
投
下
直
後
の
広
島
の

街
を
歩
い
た
時
に
見
た

青
白
い
光
が
今
も
忘
れ

ら
れ
な
い
と
、
体
験
を

紙
芝
居
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
証

言
」
に
し
て
語
り
継
い
で

き
た
こ
と
を
述
べ
、
「
核

兵
器
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
。
戦
争
は
絶
対
に

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

県
医
療
政
策
室
の
小

野
泰
司
担
当
課
長
、
秋

田
・
青
森
の
被
団
協
の

代
表
が
来
賓
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
県
原
水
協

の
斉
藤
信
代
表
理
事
、

県
生
協
連
の
加
藤
善

正
会
長
理
事
、
い
わ
て

労
連
の
金
野
耕
治
議

長
も
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し

た
。

い
わ
て
食
・
農
ネ
ッ
ト

は
22
日
、
食
料
・
農
業
・

地
域
を
守
る
一
斉
ア
ク

シ
ョ
ン
を
県
内
５
カ
所
で

実
施
。
盛
岡
市
サ
ン
フ

レ
ッ
シ
ュ
都
南
前
で
は
13

人
が
参
加
し
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
復
活

を
求
め
る
署
名
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

野
菜
を
買
い
に
訪
れ

た
男
性
は
「
農
家
の
所

得
補
償
制
度
は
必
要

と
思
う
」
と
話
し
な
が

ら
署
名
。
ネ
ッ
ト
は
引

き
続
き
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

岩
手
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
被

害
者
名
誉
回
復
同
盟

は
15
日
、
盛
岡
市
で
第

５
回
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
同
盟
は
、
昨
年
２

月
に
３
人
の
被
害
者
が

岩
手
弁
護
士
会
に
対

し
て
「
人
権
救
済
申
立
」

を
行
い
、
12

月
に
は

「
講
演
と
交
流
の
集
い
」

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
仁
比
聡
平
参
院
議

員
の
国
会
質
問
を
力
に

と
り
く
も
う
」
な
ど
の

発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
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目
標
に
向

か
っ
て
の
執

念
は
す
ご
か
っ

た
。
当
日
ま

で
川
井
村
か

ら
の
参
加
を

組
織
で
き
な

か
っ
た
。
あ

き
ら
め
か
け

て
い
た
ら
「
民

商
の
会
員
が
お
土
産

品
の
販
売
に
夫
婦
で

来
て
い
る
」
と
の
情
報

に
飛
ん
で
行
っ
て
参

加
し
て
も
ら
っ
た
。

「
62
全
市
町
村
か
ら

参
加
し
ま
し
た
！
」

と
全
体
会
で
の
宮
脇

さ
ん
の
歓
迎
あ
い
さ

つ
に
１
万
人
の
心
が

ひ
と
つ
に
な
っ
た
。
会

場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

日
本
母
親
大
会
升

井
登
女
尾
実
行
委
員

長
が
「
岩
手
大
会
は

母
親
運
動
に
新
し
い

ペ
ー
ジ
を
開
い
た
。
初

参
加
が
多
く
草
の
根

運
動
が
広
が
っ
た
こ

と
。
農
業
、
食
糧
問

題
が
こ
ん
な
に
語
ら

れ
た
の
も
初
め
て
の

こ
と
」
と
評
価
し
て
く

れ
た
。
初
参
加
全
国

51

・
1
％
、
岩
手
県

内
は
72
・6
％
だ
っ
た
。

一
戸
町
実
行
委
員

会
の
お
誘
い
で
土
川

マ
ツ
エ
さ
ん
の
娘
さ
ん

が
初
参
加
し
た
。
帰

り
の
バ
ス
の
交
流
会
で

「
母
は
ア
カ
だ
と
い
わ

れ
て
肩
身
の
狭
い
思

い
を
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
き
た
。
今
日
参

加
し
て
母
の
や
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
誘
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
切
々
と
話
す

姿
に
み
ん
な
涙
な
が

ら
に
大
き
な
拍
手
を

お
く
っ
た
と
い
う
。

世
界
母
親
大
会
か

ら
帰
っ
て
２
０
０
回

近
く
も
岩
手
県
内
、

東
北
６
県
を
報
告
会

を
し
て
歩
い
た
土
川

マ
ツ
エ
さ
ん
の
蒔
い
た

種
が
見
事
に
花
開
い

た
大
会
に
な
っ
た
。

軍
靴
の
足
音
が
高

く
な
っ
て
来
て
い
る
い

ま
、
「
戦
争
反
対
」

「
核
兵
器
は
ダ
メ
」
で

始
ま
っ
た
母
親
大
会

の
原
点
に
た
ち
、
岩

手
で
２
回
目
の
日
本

大
会
を
平
和
を
守
る

大
輪
の
花
を
咲
か
せ

る
大
会
に
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
母
親
が
変
わ
れ
ば

社
会
が
変
わ
る
」
で

す
。

（
終
わ
り
）

最
近
、
う
蝕
（
虫
歯
）

の
な
い
子
ど
も
は
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
、

私
は
約
15

年
間
保
育

園
で
毎
年
歯
の
検
診
を

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
診
を
は
じ
め
た
昭
和

50
年
頃
は
ほ
と
ん
ど
の

園
児
に
う
蝕
が
み
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
し
だ
い

に
う
蝕
の
な
い
園
児
が

増
え
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

こ
の
変
化
は
、
幼
稚

園
児
、
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
に
お
け
る

う
蝕
の
あ
る
者
の
割
合

の
年
次
推
移
を
示
し
た

グ
ラ
フ
に
如
実
に
表
れ

て
い
ま
す
。
戦
後
間
も

な
い
こ
ろ
（
１
９
４
８
年

（
昭
和
23
年
）
）
の
小
学

生
の
う
蝕
罹
患
率
（
治

療
済
の
歯
は
除
く
）
は

約
30
％
で
し
た
が
、
食

糧
事
情
の
改
善
や
、
菓

子
類
な
ど
に
よ
る
砂
糖

の
摂
取
量
の
増
加
に
伴
っ

て
う
蝕
罹
患
率
が
急
速

に
増
加
し
、
１
９
５
７

年
（
昭
和
32
年
）
に
は

85
％
程
度
に
達
し
ま
し

た
。
１
９
７
５
年
（
昭
和

50
年
）
こ
ろ
ま
で
そ
の

数
値
に
大
き
な
変
化
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が

、
そ

の
後
徐
々

に
減
少
し
、
２
０
１
４

年
（
平
成
26
年
）
で
は
約

20
％
に
ま
で
減
り
ま
し

た
。
う
蝕
罹
患
率
の
減

少
は
幼
稚
園
児
や
中

学
生
、
高
校
生
で
も
全

く
同
じ
で
、
う
蝕
予
防

対
策
の
成
果
と
い
え
ま

す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年

代
の
治
療
済
の
歯
も
含

め
た
う
蝕
経
験
者
の
割

合
は
約
50
％
（
平
成
27

年
）
で
、
今
で
も
２
人
に

１
人
が
う
蝕
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
半
数
以
上

が
治
療
を
受
け
て
い
ま

す
。さ

て
、
う
蝕
は
減
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
中

高
年
に
お
け
る
歯
周
病

の
罹
患
率
に
大
き
な
改

善
は
み
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
平
成
23
年
の
統
計

で
は
、
60
歳
代
の
歯
周

病
の
罹
患
率
は
約
50
％

で
、
高
齢
者
で
は
残
存

歯
数
の
増
加
に
伴
い
、

歯
周
病
罹
患
率
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

岩
手
医
科
大
学

歯
学
部
客
員
教
授

水
城

春
美

（み
ず
き
・は
る
み
）

お
口
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
④

ごみ問題を考えるシンポジウム
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事務局次長（当時）

元市議 浦川陽子

県
被
団
協
が
結
成
60
周
年

いわて食・農ネットの宣伝

■
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
同

盟
が
総
会


